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平成1l年度予算
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
一
｝
ゞ
綴
》

「
今
何
が
必
要
か
」
ゞ
》

「
今
何
を
な
す
べ
き
か
」
を

判
断
し

事
業
を
選
択
し
ま
し
た
。

＃
今
年
は
、
市
制
施
行
四
五
周
年
と
い
う

節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
間
、
数

多
く
の
先
寶
の
業
績
に
支
え
ら
れ
、
県
北

地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
今
日
の
隆
盛
を

見
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

ゞ
し
か
し
な
が
ら
へ
現
在
の
我
が
国
の
経

済
情
勢
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
変
厳
し
い

環
境
に
あ
り
、
本
市
の
財
政
も
国
か
ら
の

補
助
金
や
交
付
金
等
の
伸
び
が
期
待
で
き

ず
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
大
幅
な
伸

今
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

3月25日(木)、第1回市議会定例

会で可決された平成11年度予算の概

要について紹施
政
方
針
演
説
か
ら

安
ら
ぎ
を
実
感
で
巻
る
ま

※（ ）は前年比の伸び率［％］

一般会計 12Bg5,000万円 (0.4)

特別会計 56億3,4B0万円(45.2)
口国民健康保健事業 201=7,900万円 (O,O)

口老人保健事業 34億1,100万円 (28)

口町西側土地区画轄理事業 1億2,800万円(4762)

口公共用地先行取得事業 1 ,680万円(1937)

企業会計 13E5,012万円 (93)
口水道事業 12億796万円(11 ｡0)

口工業用水道事業 1億4，216万円（△3.0）
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蕊
蕊
蕊
市
税
が
伸
び
悩
む

歳
入
に
は
ま
ず
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
市
税
が
あ
り
ま
す
。
市
税
に
は
、

市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な

ど
が
あ
り
、
今
年
度
は
歳
入
総
額
の
三

市
の
行
う
仕
事
は
、
す
べ
て
予
算
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
予
算
は
、

四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
で
、

市
に
入
っ
て
く
る
お
金
を
歳
入
、
使
わ
れ

る
お
金
を
歳
出
と
い
っ
て
経
理
し
ま
す
。

市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会

計
、
企
業
会
計
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

今
津
農
諺
算
の
撫
要
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六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

前
年
度
比
で
は
○
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸

び
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
歳
入
に
は
各
基
金
か
ら
の
繰

入
金
、
諸
収
入
や
財
産
収
入
、
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
が
独
自
で

集
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
れ
ら
の
お
金
の

こ
と
を
自
主
財
源
と
い
い
ま
す
。
今
年
度

予
算
で
は
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
や
学
校

給
食
費
の
一
般
会
計
組
み
入
れ
に
よ
り
諸

収
入
が
増
加
し
た
た
め
、
自
主
財
源
は
前

年
度
比
で
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
自
主
財
源
と
は
反
対
に
、
国

や
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
依
存
財
源
と

い
い
ま
す
。
今
年
度
予
算
で
は
、
地
方
交

付
税
が
二
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

次
い
で
国
・
県
支
出
金
、
市
債
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。

く
り



び
も
見
込
め
な
い
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
や
？
こ
の
た
め
？
へ
今
年
度
の

予
算
編
成
に
あ
た
つ
て
？
は
づ
行
政
改
革
大

綱
に
基
づ
？
い
て
経
費
の
節
減
等
に
努
め
る

と
と
も
に
、
歳
入
確
保
は
基
金
か
ら
繰
入

れ
す
る
な
ど
、
臨
時
的
な
措
置
に
頼
っ
た

内
容
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
大
変
厳
し
い
財
政
環
境
で

は
あ
り
ま
す
が
主
局
齢
化
社
会
や
少
子
化

へ
の
適
切
な
対
応
、
医
療
・
福
祉
施
策
、

さ
ら
に
は
教
育
・
生
活
環
境
の
充
実
な
ど
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
直
接
関
わ
る

よ
う
な
諸
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
事

業
の
選
択
や
そ
れ
に
伴
う
予
算
の
配
分
に

つ
い
て
は
、
二
一
世
紀
へ
続
く
長
期
的
展

望
に
立
っ
て
「
今
何
が
必
要
か
』
、
「
今
何

を
な
す
べ
き
か
」
を
的
確
に
判
断
し
て
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
と
お
し
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
希
望
に
満
ち
た
豊
か
で
安
ら

ぎ
の
あ
る
生
活
を
実
感
し
、
将
来
に
わ
た

っ
て
活
力
あ
る
高
萩
市
と
な
る
よ
う
、
全

力
を
傾
注
し
て
い
く
考
え
で
す
。

|意4,130万円(58%） ､亀鼻 ノド

■■■■■ 般会計
28億5,000万円

蔦賎の蕊: :
V，ダV ･潔Vv専 軒 需 滋

歳入
告、×※”×斑×

〆 偽, 黄 ××灘×

歳出
瓜域払 掘 戸 舞 〆〆 又 X

の愈蕊
××〆

×××

内 訳

× ×

××

××
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市税 ､

47億1 ,802万円
！ （36.7％）
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面

〆
×
×
×

×
×
×
× ×

、
、
×嚥用郷､

溌捗
地方交付税函

32億5,100万円
、 （25.3%） 藻

XX

千円単位は四捨五入※4億6,874万円(36%）

雷
蝿
函
塞
福
祉
に
重
点
を
置
く

こ
れ
ら
の
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
二

つ
の
財
源
を
合
わ
せ
た
総
額
一
二
八
億
五

千
万
円
が
、
今
年
度
の
一
般
会
計
を
構
成

し
て
い
ま
す
。

歳
入
が
決
ま
れ
ば
、
そ
の
財
源
を
配
分

し
、
い
か
に
有
効
に
使
っ
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
で

す
の
で
、
重
点
的
・
効
果
的
に
配
分
し
ま

し
た
。
特
に
、
今
年
は
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
や

諸
手
当
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
編
成
に

あ
た
り
ま
し
た
。

歳
出
の
内
訳
で
は
、
上
の
図
の
よ
う
に

民
生
費
の
割
合
が
突
出
し
て
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
（
仮
称
）
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
民
間
の
社
会
福
祉

施
設
等
に
対
す
る
整
備
費
補
助
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。
一
方
、
土
木
費
で
は
高
浜

排
水
路
整
備
事
業
や
花
貫
住
宅
建
設
事
業

予算の用語解説

■地方交付税

歳入の－つで、国から市に交付されるお金

です。全国の自治体の中では、税金の収入な

どがそれぞれに違うため、自治体だけの収入

で施策を行おうとすると、自治体間に大きな

格差ができてしまいます。そのような格差を

一定の水準でとどめるために設けられたのが

地方交付税です。国の税金のうち所得税、法

人税、酒税、たばこ税、消費税から一定の割

合で交付されます。

ー'’

■市債

簡単にいえば、市の借金です。市債を起こ

すことを『起債』といいます。市は市債以外

の収入で事業を行うことが原則ですが、臨時

的に多額の出費が生じたり、将来の市民にも

経費を払ってもらうことが、かえって公平と

考えられる場合に市債を用いることができま

す。 しかし、市債はあくまでも借金であり、

市債を起こし過ぎると、逆に後年度にわたっ

て市民に負担を強いることになるため、目的、

限度額、起債の方法、利率、償還の方法を予

算で定めなければなりません。また、 「起債

制限比率』という一定の基準を設けて、その

比率を超えた場合の起債は認められないこと

になっています。今年度の予算では、 （仮称）

総合福祉センター建設に8億2,030万円の

市債を充てています

特
定
の
事
業
に
よ
る
収
入
を
特
定
の
支

出
に
充
て
る
場
合
に
設
け
て
い
る
会
計
で

す
。
本
市
で
は
四
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り

ま
す
が
、
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
は
、
事
業
が
ほ
ぼ
完
了
に
近
い
た

た
め
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

老
人
保
健
事
業
で
は
受
給
者
及
び
医
療
費

の
増
加
に
よ
り
前
年
度
比
で
約
一
億
円
の

増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

が
終
わ
っ
た
た
め
、
前
年
度
比
で
約
七
億

三
千
万
円
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
が
行
う
事
業
の
中
で
、
企
業
的
な
性

格
を
持
つ
事
業
に
設
け
て
い
る
会
計
で
、

水
道
事
業
と
工
業
用
水
道
事
業
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。

3
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為

蕊吟怠まちづくりの基本的な方向を示した『高萩市新総合計画

示された7つの柱に沿って、今年度の主要事業を紹介し

胃”§画：溺蠅曲？

市都■

籍地■

に示された7つの柱に沿って、

出
Ｋ
八
愚
”
弾
群
，

土
地
利

計
画
道
路
整
備
事
業

［
２
億
９
，
７
３
１
万
円
］

都
市
計
画
道
路
の
整
備
や
用
地
取
得
を

行
い
ま
す
。
（
合
わ
せ
て
５
路
線
）

■
道
路
整
備
事
業
［
３
億
８
，
３
１
３
万
円
］

市
道
６
路
線
の
改
良
や
同
２
路
線
の
舗

装
、
歩
道
（
２
か
所
）
を
整
備
し
ま
す
。

囮
道
路
の
案
内
板
設
置
［
１
５
０
万
円
］

市
内
の
道
路
に
愛
称
を
表
示
し
た
案
内

板
を
設
置
し
ま
す
。
（
⑩
か
所
）

■
準
用
河
川
玉
川
改
修
事
業

［
１
，
６
５
８
万
円
］

市
街
地
の
浸
水
対
策
と
し
て
準
用
河
川

と
な
っ
て
い
る
玉
川
の
調
査
設
計
等
を
行

調
査
事
業
［
２
，
５
９
７
万
円
］

昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
山
間
地

域
の
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
効
率
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇

こ
の
ほ
か
、
計
画
的
な
土
地
利
川
と
快

蕊 麓謎溌騒
､_;熟

、

鍵 乞
鴬

ー

い
ま
す
。

■
広
域
下
水
道
組
合
負
担
金

［
８
億
５
，
３
３
３
万
円
］

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
計
画
的
に
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。◇

こ
の
ほ
か
、
市
街
地
整
備
基
本
計
画
に

基
づ
く
区
画
整
理
事
業
の
推
進
や
民
間
の

宅
地
開
発
を
適
切
に
誘
導
し
、
健
全
な
市

街
地
の
形
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

と
お
し
て
水
源
の
か
ん
養
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

適
な
市
街
地
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
山
間
地
域
で
は
、
小
山
ダ
ム

の
早
期
完
成
を
関
係
機
関
へ
要
望
す
る
と

と
も
に
、
林
業
の
振
興
や
森
林
の
保
全
を

｜

災

写
一
心
豊
か
芯
人
づ
く
り
か

．こ
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○
心
の
教
室
相
談
員
活
用
調
査
研
究
事
業

［
１
７
９
万
円
］

生
徒
の
心
の
居
場
所
づ
く
り
や
指
導
教

師
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
「
心
の
教
室

相
談
員
」
及
び
専
用
電
話
を
各
中
学
校
に

配
置
し
、
さ
ら
に
、
中
学
校
２
校
に
は
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
引
き
続
き
配
置

っ
て
い
き
ま
す
。

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
（
補
助
）

［
１
，
３
１
３
万
円
］

公
共
下
水
道
区
域
外
の
環
境
保
全
を
図

る
た
め
、
合
併
浄
化
槽
設
置
者
に
対
す
る

奨
励
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
負
担
金

［
ｎ
億
９
，
１
４
３
万
円
］

し
尿
や
ゴ
ミ
処
理
及
び
斎
場
の
適
切
な

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ゴ
ミ
処
理
場

■
市
営
住
宅
内
駐
車
場
整
備

［
２
，
０
９
７
万
円
］

市
営
住
宅
の
入
居
者
の
利
便
に
供
す
る

た
め
駐
車
場
の
設
置
な
ど
環
境
整
備
を
図

I
’ 蕊

、－

蟻
鍔…

鐸…

し
ま
す
。

囹
学
校
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整
備
事
業

［
９
，
２
８
５
万
円
］

小
学
校
全
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
用
施

設
の
整
備
と
設
置
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

既
に
設
置
済
み
の
中
学
校
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
を
行
い
ま
す
。

［
２
，
６
３
０
万
円
］

火
の
見
や
ぐ
ら
の
袖
修
や
ポ
ン
プ
積
載

車
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の
峨
人
を
行
い
ま
す

◇

こ
の
ほ
か
、
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画
を
進
め
な

が
ら
快
適
な
居
住
空
間
の
整
備
に
努
め
る

と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

や
減
量
化
に
つ
い
て
地
域
ぐ
る
み
の
運
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

の
移
転
改
築
に
つ
い
て
は
、
北
茨
城
市
と

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
早
期
に
推
進
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

■
消
防
分
団
施
設
及
び
設
備
整
備

b


